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Jllの大地、旭川市において「豊

あらわす喜びを」

教育研究大会旭川大`筋

菟筋ませ

ぶヽスできました。お陰様で全道各

越え懸簡ヽ様に参加いただき、有意

こ彩1笏′燿涯ができました。また、北

肛麟議ll'レ′奪鶴1鶴導主幹の横濱拓哉様、旭

鳥本弘昭様をはじめ多く

1髯躙澄1継いでから、本格的な準備

なサ覆参ミ鍵は過去5回の全道大会が

鷲濾難素続 ,舞影,年振りということで、前
た先生方も少なく、手探

成果1覆紹介することができたも

ミ潔1螢1会|におきましても、児童・生

どの報告がありました。

′場鉤筵攀会におきましても活発な
後繊の交流ができたものと思

■|■■■ |■■1第54回全道造形1教育研1究大1会旭り‖大会■■

|■‐■■■違量委員嘉1及■■,1輝■夫■■■■
■■●■■■■■■■■■|■■|■■|(旭川市立1永山1南中学校)●|■■■■■

私たちの進むべき方向への貴重なこ意見やこ示唆

を与えていただいたことに深く感謝申しあげる次

第です。旭り||の研究は、まだ始まつたばかりです。

今後も旭川らしさを追究し、子供たちの感じる力

や素直な表現力をのばしていきたいと考えています。

閉会式を兼ねたレセプシ∃ンは、立食形式で負

担が多いのではと心配しましたが、多数の皆様の

こ参カロをいただき感謝申しあげます。各地からの

近況報告からも、今後の造形連盟の大きな力にな

る熱いエネルギーが感じられました。

最後になりましたが、本大会をこ支援してくだ

さいました北海道教育委員会、旭川市教育委員会、

旭川小学校長会、旭川中学校長会、旭川市教育研

究会、上川管内教育研究会、上川造形教育研究会、

北海道私立幼稚園協会旭川支部、北海道高等学校

文化連盟、お世話いただきました道造形教育連盟

の皆様、ならびに会場校の皆様に深く感謝とお礼

を申しあげます。

次回、函館大会が今年以上に盛会となりますよ

うこ祈念申しあげ、上川大会終了のこ挨拶といた

します。



旭り||では「生の造形教育」をキーワードに小学校・ で夜
中学校の領域毎に視点を押さえ、実践と検証を進  『生
瞑 林 眈 。 様   ω 壊
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最初にぶつかつたのは、『生』とは何だろうか  しょうか。言葉では言い振彩1笏 |

抽 う疑間でした 参観いただいた多くの先働 んだ諦 見えたその瞬
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しかし、年齢が高くな濠ばな形多笏嬢卜畿疾違違多笏;対象と出合つたときに、子供たちは「何を思い」

「何を感じる」のだろうか。図工美術を通して、  のもつ『生』性を引き出ミこヽ|さ 影ヽ

“

舞麟曜勧′懲感じ

子供たちの何を育てていくのかなど様々なことが ます。「造形遊び」領域幾ミ激ス:影1笏筋夕薩懇憾蒸蒟通ヽ
検討され、本研究では『生』を「子供が純粋に感  けに、
じた思い、ありのままの状態」とおさえました。  領域提言者)を中心に精濠1雨薫
既成の概念や想像だけに収まつた表現にならない  だきました。高学年・そヾ蜃 簑:慾彩多タ
ように、「出合い」の中で子供たちの『生』な姿を、  し
そして、声を引つ張り出していきたいという、そ  と
んな願いをもって研究を進めてきました。      J
研究を進めるうえで、もっとも重要となったのは、   まだまだ旭川の研究は
主役である子供たちが「感じる」力を十分に発揮  回の研究大会では、一
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⑮不夭茫ざ鰤朕孟 曖 奮 ゆヽ 楔年にもどの領域にも当てはまる研究内容でなけれ  証を進め、旭川そして全連後′後穫
ばならないという考えでした。『生』な瞬間は、 な造形教育』を作り上げ鬱吻蒻

裂 贔 颯 麒 炒 ぎヽ1形颯いかに身体全体で「感じる」ことができることが、   最後になりましたが、1髭′魃
子供たちのもつ本来の『生』な姿を導き出すこと  いただいた前研究部長の笏筋 不几ミ影:慾滋⌒ヾ愉瞑
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おさえました。例えば、中学校表現での木を削つ ■
た瞬間やインクを載せた瞬間であつたり、また、  ■|
出来上がった作品を見た瞬間であつたり、さらに ■・

ができるからです。しかし、「感じる」を重視し 究メ
ていくと、どうしても題材との「出合い (すなわ 謝ぬ
ち導入)」 の場面が多くなります。授業を構築す
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ができるからです。しかし、「感じる」を重視し 究大会にこ尽力くださつ後

というのは、特に小学校では重要な意味をもって

るため、導入だけでは難しくなります。      漑麒鰈颯靡鰈躙躊蒻鼈巡財鰈躙 ||■ミミヽ |け■構曇糀靡鸞バミミ汚1麓 :

子供たちがそんな発見をした自分に気づいた瞬間



「どきどきわくわくをいつまでも」

拗稚園分科会運営】 結 柴 左悦子
(旭川大雪幼稚園)

参観にこられた先生たちが「オーっ、やってるな」と

立ち止まり見入つていたのは、幼稚園部会のわかば幼稚

園 年長組の活動だつた。大胆でダイナミック。まさに
言葉通り、子供たちは絵の具を使い思い思いに活動して

いた。しかも、いきいきと目を輝かせて。子供たちの着

ていた自いシャツとバンツは見る見るうちに絵の具で染

まる。手も足も全身絵の具だらけ。教師も絵の具にまみ

ねている。

第 1分科会での研究討議の中心はもっばらこの年長組

の「どきどきわくわくえのぐらんどJのことだつた。も
ちろんもう1クラスの年中組の「わくわくタイム」につ

いてもたくさんの意見・質問があつた。しかし、インパ

クトの強かつた絵の具を使つた活動に対して、目的や完

成のイメージのある共同制作だつたのか、美的な面から

見てどうかなどの質問が多かつた。楽しんでいた様子は

あつても園児はどねに興味があつて活動しているのか、

ばらばらな感じがあったという意見も出た。しかし、わ

くわく感・どきどき感という感じたままに活動させ、子

供が何に興味をもつて行動を起こすかが大事なことだ。

それが皆ばらばらでもいいじゃないか。大切なのは意欲、

興味を持つて楽しんだかという過程である。そして、そ

れを導く教師の役害」も大変重要だ、と参加した教師たち

は改めて思つたようだ。話し合いが進むにつね、自分の

園でもどこまでできるかわからないが取り組んでみたい

という感想も参加者から述べられた。

約2時間半の研究協議であつたが、スライ ドを使い活
発な意見交換がなされ、有意義な分科会であつたように

思う。「旭川の造形大会は楽しみだよ」とよく言わねる

そうだ。これからもこう言われ続けるよう私たち教師自

身も、いつまでも豊かでしなやかな感1生をもち続けたい

ものである。

鱚鰊腑蝙鼈黎鮨叙瘍螂瘍徘荼魏鼈輪やや義一義一

熱気IS16●氾| ）え

「シンプルだからこそ・・・」
例 学ヽ校表現 I授業者】 佐 藤 仁 彦

(上富良野町立江幌小学校)

学習指導要領 (1 2学年 内容 A表現)では、造形
遊びについて記述してあります。私は、これらの内容が

明確に表れる題材を目指しました。その中でも「並べる・

つなぐ・積む」の積むにこだわった実践に取り組みたい

と考え「あれれ 石をつみあげてみると」の題材を旭川
大会で授業公開しました。

この学習は、石を積むというとてもシンプルな活動です。

しかし、シンプルだからこそ、授業作りを進める中で見

えてきたものもたくさんありました。はじめは、素材や

場の設定、指導計画などの討議をしていましたが、次第

に<素材を並べる・つなぐ 積むにどんな学力があるだ
ろうか?> <そもそも造形遊びはどんな活動をねらつて
いるのだろうか ?> <今の子供たちに必要なものとは ?
>な ど、題材そのものに加え、造形遊びの根底にかかわ

る問いがどんどん出てきました。石を積む子供の様子を

見て参観された先生たちの中にも、積んでいるだけでは

ないかと感じた方が多かつたように思います。

私にとって、授業研究の中で何度も何度も造形遊びに

ついて議論してきたことが、今大会の成果だと思います。

しかし、分科会で話し合われた造形遊びにかかわる新た

な問題や内容を含め、今後も継続研究が必要だと感じさ

せられました。授業を見て分科会に参bllしてくださつた

多くの先生に感謝いたします。

子供たちとの「生」な出会い

【小学校表現Ⅱ授業者】 大 山 みのり
(旭川市立陵雲小学校)

この3ヶ月間 “つくりたいものをつくる部会"の話し
合いに参加し、常に「生」の造形教育について自分自身

も試行錯誤を繰り返してきた。今回は、その研究の成果

を授業という形で発表する幸運に恵まねたわけだが、改

めて自分の未熟さを痛感するとともに、造形教育の奥の

深さを再認識することとなつた。

本時は、スクリーンに大きく映し出された「世界」の

中に入り込み、そこでいろいろなものを付け足したり付

け替えたりして、効果を確かめるという活動を取り入れ

たものだつた。子供たちにとつて日1染みのない活動です

ので、本当に自分の世界に浸ねるものか ?と授業直前ま
で不安だつた。

しかし、新しいものを吸収し自分のものにすることの

できる子供たちの柔軟性は本当に素晴らしく、その活動

に浸り、楽しみ、自分の世界を広げていたのである。こ

の日、授業における39名の子供たちの学びの姿そのもの
が、私にとっての「生な出会い」となつた。そして、今

回の旭川大会は、私にとつて忘れられない夏の思い出の

一つとなつた。



「旭川大会の情熱を感じて」

‖中校表現Ⅱ分科会運営】 熊  本  有未代
(赤平市立赤平中学校)

前大会の運営と今回の旭川大会に記録係として参加し、

全道造形教育研究大会の中に脈々と受け継がれている「思

い」を感じることができました。」ヽ学校表現Ⅱ分科会では、

途切れることなく様々な検討がなさねました。提言では、

今大会の成功に向けての旭川の熱心な取り組みと、子供

の思いを大切にした空知の実践の発表があり、図工美術

教育を通して私たちがどのように子供たちとかかわりあ

つていくのか、どのようにアプローチしていくのか、日々

頭を悩せながら取り組んでいる様子を交流できました。

公開された3つの授業も、対話を大切にしたり、子供
が体いつぱいに表現したり、「彫亥」の街 旭川」のよさ
を存分に生かすなど、今大会のテーマである『豊かに感じ、

思いをぶ、くらませ あらわす喜びを』に、それぞれが多
角的に迫る内容であつたと思います。

図工美術教育には、まだまだ多くの可能性があるのだ

と力強い気持ちになつて、猛暑の旭川を後にしました。

大会の運営に当たられた先生方、お疲れ様でした。来年

の函館大会も楽しみですね。

参カロしてえた造形教育への思い

い 学は 現 I提言者】 山 口 貴 大

(当麻町立当麻小学校)

今回の大会には、一提言者として、また造形教育を学

ぶ者として参加させていただきました。大会に向けての

授業づくりも研究会のスタッフとともに進めてきました。

何度も検討を重ね、悩みながら時間をかけて議論してき

ました。

そのような中で感じたことの一つは、造形教育への熱

い思いが感じられたことです。授業者をはじめスタッフ

がそれぞれ造形教育の重要性を理解しており、子供のた

めに造形教育がどうあるべきかということを、真摯に考

えていました。私は、まだまだ理解も浅く研鑽も足りて

いないということに気づかされました。社会的にも、学

校教育現場においても造形教育は軽視されがちだと思い

ます。時間をかけて論を交わすこともあまりありません

から、このような機会に恵まれたことはとても有意義で

あつたと感じています。

また、造形教育のあり方として「生な造形」という一

つの方向性が間違いではないと改めて思い直しました。

テレビやゲームが遊びの中心となった生活の中で、対象

や材料を五感を通して感じ、感じたものを自分のものと

して表IEEするという造形活動の意義は、とても大きなも

のだと思います。それは、今大会で、画一的な表現や概

念にとらわれず、自分の思いをもち、試行錯誤しながら

生き生きと造形活動をしていた子供たちの姿を見ても明

らかなことだと思います。このような経験、学習の積み

重ねが、自己肯定、自己実現へとつながつていく生きる

力の基盤になつていくのだと思います。

指導観の転換を !

【大会中学校表現分科会 運営】 中 島  圭  介
(旭川市立東光中学校)

デザインの幅は広い。私たちはデザインの中で生活し

ており、生活そのものもデザインだ。

旭川大会の研究主題のねらいは、ひと言で言えば教師

の指導観の転換を意図している。従来までの作品主義や

画一的な指導が象徴しているように、大人の考えた道筋

にあわせて生徒に教え込む授業から、生徒自身の見方

感じ方 考え方を基にした生徒主体の活動に切り替えて
いく学習のプロセスの研究である。知識中心 (概念)の
学習から体験中心 (身体)の学習に移行し、大人の目で
は捉えることのできない生徒のリアリティーに基づく発

見や世界観に力点を置く指導の試みである。

「水を感じて…」の授業では、①石や粘土などの素材

に触れ、空間を感じながら考えていく思考が「生」であり、

②同じモノを見て他者との見方の相違を共有し合いながら、
“見て 感じて ,考え・創造"していくことが「生」で
あつた。

時代は流れる水のように絶えず移り変わつているのに、

指導者は時代の流ねを読みきれず同じ題材で授業を繰り

返していることが多くないだろうか。今後の課題は、目

の前の生徒たちがどんな時代の中を生きているのかを教

師自身が見つめ、感じ、そして生徒の立場や見方・感じ方・

考え方に歩み寄り、身体性のある造形活動を倉」り出して

いく意識変革の必要性を強くもつ必要があるということ

である。そのためには、教師が題材を十分に知った上で

の指導法を考えるという原理原則に立ち返り、生徒の行

為性に焦点を当て、題材との出会いや探索的な学習プロ

セスのあり方を探る研究を追及していくことが大切である。

造形教育が「生きる力」に役立つ教科であることをアピ

ールするためにも、旭川大会で提案した研究を役立てて

いただきたいと願っている。



子供と同じ目線で一緒に楽しむ

伏会分科会参力日者】 西 日 由 佳
(旭川ふたば幼稚園)

今回、初めて全道大会に参加し、主にわかば幼稚園の公開保

育を見せていただきました。年中さんの水時計を制作するコー

ナーでは、色水の入つたペットボトルにスズランテープを入れ

る等、アイディアや工夫をして制作をしていて、とても面白そ

うでした。空き箱や牛乳パックの廃材を使い、子供たちが自由

に制作を行うコーナーもあり、自分で選びみんな楽しそうに活

動していたのが印象的でした 年長さんの・どきどき 。わいわい
えのぐらんど・では、洗斉l容審lc入つた絵の具を紙に向けて模様

ができるのを楽しんだり、大きな紙や長い紙に向かつて身体全

体で伸び伸びダイナミックに会の具を使い、夢中になつて活動

姿を見て、とても楽しそうだなあと思いました。絵の具の匂い

を感じたり、色が混ざる時の色の変化を自分の日で見て触つて

感じるということを、保育の中で自然と学んでいるのだと思い

ました。

分科会の中でも、他の先生Dお話や意見を聞き、同じ素材を

使いいろいろな制作や遊びができることを知りとても参考にな

りました。子供たちの毎日の生活・環境 。身近なところにもた

くさんの素材があり、驚きヤ発見があります。保育を行ううえ

で保育者自身が思いつきり楽しむこと、子供と同じ目線で―緒
に楽しむことが一番大切なことであるということを改めて実感

しました。今回の研修で学′だことをこれからの保育に生かし

ていきたいと思います。

今後の軸となる経験に

伏 会分科会参力日者】 山 本 泰 寛

(本し幌市立澄川西小学校)

大会では、小学校だけではなく幼稚園の授業も見ることがで

きたため、小 1担任の私にとつては、子供たちの発達段階を考

慮しながら見学させていただきました。初めての新一年生を担

任するにあたり戸惑うことの多かつた図工科でしたが、授業を

された先生方の声かけ等が参考となり、今後の授業構想や子供

たちへの働きかけのイメージを強くできたことが、一番の収穫

だと思います。題材への子供たちの想いや意欲を的確に捉え、

個に応じた働きかけをする際の先生方の眼差しと、全身で感じ

て表現することを楽しみながら真剣に取り組む子供たちのキラ

キラした表現が印象的でした。

初めて参加の私には、少々敷居が高いように思えた研究大会

でしたが、経験の浅い私にとつて刺激が多く、教科や教材への

考え方、子供へのアプローチの仕方や工夫等は「目から鱗」の

出来事でした。このような新しい発見や日常的な授業の再確認

ができるならば、今後も意欲的に敷居を跨いで行こうと思います。

そして、そこで得たことを活用して目の前の子供とともに自

分も磨いていけたらと思つています。この造形教育研究大会に

参加させていただいたこと、授業や分科会で学ばせていただい

たことに感謝いたします。ありがとうこざいました。

授業環境への気配りの大切さ

伏会分科会豹日者】 新 見 亜矢子
(札幌市立平岸高台小学校)

これからの授業に生かすことができるヒントを、たくさん

いただくことができた研究大会でした。私は表現E(つ くり
たいものをつくる)の授業を中心に見せていただきました。
子供たちは本当に集中して取り組み、楽しそうに活動し目を

輝かせて制作していました。題材の工夫にも目を惹かれまし

たが、今回の大会では、特に環境に気を配ることについて考

えさせられました。想像が広がるような教室 豊富な素材・
これまでを振り返ることができるような掲示物…そういつた

授業を行う環境への細かな配慮が、子供たちの意欲をかきた

てていると思いました。

また、授業の中で、他の友達の工夫や「みつけたこと」を

交流しあう場が設けられていることも、子供たちにとつて良

い刺激になつていると感じました。それぞれ制作しているも

のが異なつていても、同じテーマに向かつているため、友達

の作品にも興味を持つて向き合うことができるのだと思いま

した。友達からの言葉を受けて、うれしそうに制作していた

子の表情がとても印象に残つています。

本当に、研究の全ては、授業の中の子供の表情・姿として

返つてくると感じています。様々なところにアンテナを張り、

新鮮な気持ちでものを見ることを大事にしていきたいです。

コラボレーション授業の実践より

【大会中学高校 鑑賞分科会参加者】 寺  腰  ポ青 司
(北海道旭川凌雲高等学校美術科)

猛暑の旭川での13年ぶりの全道大会は、全道規模といえど

参加が少ない小分科会となりました。しかし、提言者3名に加え、

他の参考事例紹介もあって熱を帯びた話し合いができました。

特に旭川藤女子高校 西田教諭の音楽・書道・美術・工芸4
科による学校設定科目のコラボレーシ∃ン (合流)授業の実践
が注目されました。生徒が「テーマ。日本文化の理解」に基づ

き、工芸で抹茶茶碗を作り、美術で和紙に日本画を描き、書道

で短冊に筆を走らせ、和服の着付けをして音楽で琴を練習し、

最後に茶室でお茶を味わいながら、書と絵と琴を鑑賞するとい

う実践報告でした。総合的かつ立体的で、まさに五感すべてに

働きかけ感性をゆさぶる体験授業である。学校設定科目だから

こそ可能とは思いますが、その効果のほどが私たちにも伝わつ

てくる素晴らしもので、生で感じることに最も近い理想の形態

であると強く感じました。他の提言も、立体造形というジャン

ルでの授業で教師が抱える諸問題の解決のヒントを示唆してく

れるなど、とても有意義な質疑が繰り広げられました。

また、現代の高校生が生に感じたことを率直に述べることが

できるのかなどの疑間も出て、生の感じ方を取り上げる方法に

ついて、研究の余地があると感じました。今大会をきつかけに

旭川や上川管内の高校教員による教科研究会が継続的に実施さ

れることを望みます。
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第55回 全道造形教育研究大
会函館大会に向けて

函館美術教育研究会 清日 本  {申  幸
(函館市立旭岡小学校)

第55回全道造形教育研究大会函館大会の研究テーマは、「め

ざめる感1生 (こころ)きらめく個性 (かたち)」 。そして、
研究主題は「地域空間がいざなう造形活動のひろがり」に決

まり、現在準備が着々と進められています。

今回は、函館そして渡島 檜山という地域空間そのものを
包括的な題材 素材 テーマととらえて授業を構築していき
たいと考えています。具体的には、希望や憧れ 夢 地域の
人々とのかかわりなどを「ひとからのいざない」、自然 現
象 生き物 水産物などにかかわるものを「ものからのいざ
ない」、歴史や建築物 夜景 異国情緒などにかかわるもの
を「くらしからのいざない」として、それぞれを教材化して

子供の感1生をゆさぶり、めざめさせながら、個性がきらめく

造形活動を展開していきます。また、G Tや美術館、大学
などの外部機関と連携や、丁 丁を活用して個に応じた学習
指導を充実させるなど、授業展開の枠を広げていきます。

さらに、指導と評価の一体化、総合的な学習の時間との関

連化を意識するなど、教育の今日的な課題への対応も視野に

入れながら、今後の新しい造形教育のあり方を実践を通して

発信していきたいと考えております。たくさんの皆様の参加

をお待ちしております。

地1区1研究|サ|■|ケ′ι



室蘭市教育研究会造形部会の紹介

大 野 達 也
(室蘭市立陣屋小学校)

今年度の室蘭市教育研究会造形部会は、会員数23名でス
ター トしました。年々少しずつ会員数が減少しているために、

部会構成が従来までの3ブロック制から今年度は2ブロック

制で活動することになりました。授業研究グループと実技研

究 作品展示グループです。
造形教育は、特に中学校において時数の削減や教員数の減

少のために、ある面、がけつ13iち に立たされているといつて

も過言ではありません。また、最近よく耳にする造形教育の

教育的価値観についても非常に気にかかります。

今年度も例年通りに部会行事を計画しています。まずはデ

ッサン会です。そして、先日行われた
/AN開
授業研究会です。

小学校5年生が友達の顔の絵を描く授業でした。子供たちの

実態に合わせて指導法が研究された素晴らしい授業でした。

あわせて午後から

は実技講座を行い

ました。他にも、

これからフィール

ドワーク等を行 う

予定です。会員数

は減つていますが、

その分一人ひとり

実践を積み上げて

いつています。

「参カロ者に恵まれた実技研修」
胆振造形教育研究会 佐 藤 輝 彦

(登別市立登別小学校)

胆振造形教育研究会では、今年度 藤沢紀世安 (苫小牧市
立豊川小学校長)新会長の体制の下、会員33名でスター ト
しました。

実技研修・授業研修 宿泊研修等の計画で活動を進めてき
ておりますが、7月 30日の今年度最初の実技研修では、札
幌市から伊藤善彬先生を講師としてお招きし、やわらかい雰

囲気の中で紙工作のコツを懇切丁寧な指導で伝授していただ

きました。一般の先生も含め 17名の参加でしたが、役員を

除けば20代から30代という比較的若い先生方が大半でした。
どの先生方も熱心に意欲的に取り組み、感心・感動・感激の

一日でした。

本研究会も例年、若い先生方の研究会への参加が少ない状

態が続いておりますが、今回のこの実技研修の参加状況を見

ますと、将来の造形教育を担う若い先生方に期待する気持ち

が大きく膨らむとともに、とても明るい気分になりました。

今後、若い先生方が寄り参加しやすい、やさしい胆振造形

教育研究会にすべく努力していきたいと考えております。

旭川大会は、全道各地から大勢の参bll者が集い、まさに熱の
こもつた研究となつた大会でした。その活気に満ちた大会風景
を特集した第 119号をお届けいたしました。お忙しい中、原稿
をお寄せくださいました先生方に厚くお礼申し上げます。また、
多くのこ意見をいただきながら、各地の造形教育活動の交流も
できるよう努めてまいりますので、これからもこ協力ください
ますようお願いいたします。
造形連盟広報部 (中山龍男、三井 哲、山室ゆかり、冨波 修、

東 尚典、平丼 歩、松本和彦、伊藤聡美、
加藤正幸)
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版画展・版画集0版画カレンダー事業に向けて

留萌地方美術教育[研究会 斉 藤 友 昭

(留萌市立東光小学校)

今年度は、隔年で行つている留萌管内児童生徒版画展の開

催年です。12月末にかけて作品を募集し、2月から3月 にか

けて留萌市、増毛町、羽幌町、天塩町の管内4ヶ所で版画展

を開催します。

また、それにあわせて管内児童生徒版画集「版」第 12集
も発干」します。版画展に寄せられた全作品と版画指導の資料

として、また、制作の記録として26年にもなる事業となり
ます。

ただここ数年、頭が痛いことは予算の関係です。財政的に

厳しい環境の中で、最近は販売代金と広告代等で賄つていま

す。したがつて、それが振るわないと赤字になつてしまいま

す。少人数の本会にこれを埋める余裕はありません。何とか

会員の努力でしのいでいますが、このままではこの事業の大

きな決断を迫られる時期が来るかもしれません。そうならな

いようにと今年も事業を進めていくつもりです。紙面をお借

りして申し訳ありませんが、全道の造形連盟の会員の方へも

版画集やカレンダーの事業へこ協力のお願いいたします。 (希

望がありましたら、こ連絡ください)

オホーツク造形教育連盟の活動

オホーツク造形教育連盟 委員長 光  岡  光  彦
(雄武町立沢木小学校)

本連盟は、管内の造形教育の研究団体としては唯一であり、

「一人―人が造形的な喜びを実感するために」を研究テーマ

として造形教育を推進しています。中心的な活動は、地域の

公共施設を活用した実技研修会の実施 (留辺蕊町温根湯果夢

林の館で動く木のおもちゃ作り)を通し、作品作りに取り込
むことによつて得られる楽しさや知識・技能の向上を図つて

います。また、管内研究大会を開催し、授業
/AN開 。実技研修

会 終了後の近況交流会を通し、会員はもとより参加者の日
常の指導上の1図み解決に努めています。他に教育美術展の審

査員派遣を行つているところです。

ここ数年、「豊かな感性を育む・表現力を高める」等を研

修テーマにしている学校がみられます。指導者自身の専門性

が問われ、表現方法について悩みを持つている教員が多いの

が現状です。「～方式」の講座には、かなりの人数が受講し

ている現実が物語つています。

そのような中で、専門性を高める一助となればと願い、校

内実技研修の要請には連盟からの派遣を行つています。


